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雲南省産漢薬
“

重楼
”

の胃粘膜保護作用成分

○松田久司，Yutana　PongpiriyaClacha，來住明宣 ，片岡慎也 ，森川敏生 ，吉川雅之

京都薬科大学

　【目的】重楼は ヒ マ ラヤから中国南部，台湾にかけて分布する ユ リ科植物Paris　PolyPhytlaの根茎で
，

中医学 に お い て は鎮咳 ， 皮膚病，毒蛇 の 咬傷な どに用 い られ る 。 今回 ， 中国雲南省産 の 重楼（R

Pol）iPhylla　var．　yunnanensis）の抽出エ キ ス にエ タ ノー
ル 誘発胃粘膜損傷に対 して抑制作用 を示す こ と

を見い だ した こ と から有効成分 の 解明を行 っ た，

【方法1約24時間絶食 したSD 系雄性ラ ッ ト（体重約250g）に被験物質を経口投与 し，1時間後にエ タ

ノ
ー

ル（L5ml1匹）またはイ ン ドメ タ シ ン（20　mg ！kg）を経口投与した．エ タノール投与の 1時間後また

はイ ン ドメ タ シ ン 投与 の 4時間後に胃を摘出し，発生 した損傷 の 長 さ（mm ）を測定 し
， 損傷係数 と し

て 表した n

【結果お よ び考察】エ タノ
ー

ル 誘発胃粘膜損傷に 対する抑制活性 を指標 に 各種ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

を用 い て分離精製を行い
，
4種の既知ス ピロ ス タ ン 型 ス テ ロ イ ドサ ポニ ン

， 3種の既知 フ ロ ス タン 型

ス テ ロ イ ドサポニ ン を単離 ・同定する とともに，1種の 新規 フ ロ ス タ ン型 ス テ ロ イ ドサ ポ ニ ン を単離，

構造決定した．ス ピロ ス タン 型 ス テ ロ イ ドサ ポ ニ ン につ い て検討 した とこ ろ，特に
， pennogenin−3−
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一D −g且llcopyranoside （2）は顕著な抑制活性を示 した （5　mg 〆kg に お け る抑制率，1：86％，2：949。）．ま
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一D−glucopyranoside（4）（3：32％，4： 67 °1。 ）に も活性が見 い だされ，化合物1 （10　mg ！kg）は イン

ドメ タ シ ン 誘発胃粘膜損傷に 対 して も有意 な抑制作用を示した．．一
方 ， diosgenin（10　mg ！kg）などの

サ ポゲ ノール には有意な抑制作用は認め られなか っ た．以上 の 結果か ら3位糖鎖構造が活性発現 に

必須で あり，
17位水酸基 は 強 い 活性発現に 重要と推察 され た．また，関連フ ロ ス タ ン型ス テロ イ ド

サポ ニ ン と して フ ェ ヌ グ リ
ーク （Tn

’
goneUa 　foenum君raecum

， 種子）か ら単離 したtrigoneoside　Ib，　Ila，
Ilb，　Vb，　VL　trigonelloside　C1，に つ い て も検討 した とこ ろ ，5mg ！kgの 用量 で い ずれに も有意な抑制作

用 （抑制率 ：39−77％）が認め られた．こ れ まで ，私達は胃粘膜保護作用を有する多数の トリテ ル

ペ ン サポニ ン を明 らか に して きたが，
1，ス テ ロ イ ドサポ ニ ン で は今回が最初の報告例である。
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